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［要約］本研究は，「ESD カレンダー」をはじめとする，ESD に関連した年間指導計画を収

集・整理したものである。これまで学校において ESD 実践を行う際，ESD の関連分野を年

間指導計画に位置づけた実践が数多く行われてきた。本稿では，ESD に関連する書籍や論

文等を使用して，ESD に関連した年間指導計画を収集し整理をした。その結果，「教科の

つながりを付加した年間指導計画」と「ESD に関連する単元指導計画」と，この年間指導

計画と単元指導計画の組み合わせの３つの分類ができること提案した。

［キーワード］ESD，年間指導計画，単元指導計画，ESD カレンダー

１．緒言

Education for Sustainable Development

（以下，ESD）は持続可能な社会の担い手を育

てる教育として，世界各国で取り組まれてい

る。特に日本国内では 2017 年・2018 年に公

示された学習指導要領に「持続可能な社会の

創り手」の育成が掲げられており，学校にお

いて ESD に取り組んでいくことが求められて

いる（1）。

学校における ESD 実践を推進していく一つ

の手立てとして，年間指導計画と ESD を関連

づけた取り組み（以下，ESD に関連した年間

指導計画とする）が，様々な学校で取り組ま

れている。代表的な ESD に関連した年間指導

計画として，「ESD カレンダー」がある。「ESD

カレンダー」は「教科・領域を越えた，横断

的・統合的指導を進めるための年間計画」と

して 2007 年から江東区立東雲小学校で作成

されていた年間指導計画である（手島,2008）。

日本ユネスコ国内委員会が ESD を推進してい

くために教育委員会や教育センターの研修実

施者，学校の管理職を対象にして作成した

「ESD 推進の手引」の中でも，教員の連携を

図る目的で「ESD カレンダー」が紹介されて

いる（日本ユネスコ国内委員会,2021）。

「ESD カレンダー」については，指導時数

や単元の目標，学習活動，地域人材や関係機

関との連携を示していないことから，総合的

な学習の時間の指導計画部分を書き足した

「New！ESD カレンダー」に改良がなされてい

たり（手島,2017），福山市立駅家西小学校で

は各単元をつなげた理由（つながりの理由）

を加筆した「ESD 関連カレンダー」（大戸・藤

井,2012）が作成されていたりするなど，ESD

に関する年間指導計画は開発と改良が各学校

において取り組まれている。

後藤田・河野（2019）はユネスコスクール

に登録されている日本国内の小学校の学校ホ

ームページに着目し，「ESD カレンダー」の公

開状況を調査している。調査の中で，ESD カ

レンダーに類似したカリキュラムマップの開

発が行われていることを指摘している。

以上のように，ESD に関する年間指導計画

は各学校によってアレンジをされながら改良
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をされており，これらを調査し整理すること

によって，日本国内における ESD に関連した

年間指導計画の傾向を探ることとした。

２．研究目的および方法

本研究は日本国内の学校における ESD に関

する年間指導計画を収集・整理し，その分類

を提案することを目的とする。

調査には日本国内で発行されている ESD や

SDGs に関する書籍や学術論文，大学や研究機

関が発行する研究紀要を使用することとした。

学校における取り組みの調査であるため，各

学校が発行している研究紀要の使用が望まし

いが，オンライン上で公開しているものは非

常に少なく，全体を把握することには不向き

であるため，上記の資料を活用することとし

た。

３．ESD に関連する年間指導計画の分類

日本国内で発行されている書籍や学術論文

を参照し，ESD に関連した年間指導計画の名

称や開発した学校，紹介している文献を表 1

にまとめた。「ESD カレンダー」については，

複数の書籍や論文等で紹介をされているため，

ここでは，開発された江東区立東雲小学校で

校長を務めていた手島氏の文献のみを掲載し

た。

表１では ESD に関連した年間指導計画を

「教科のつながりを付加した年間指導計画」

と「ESD に関連する単元指導計画」の２つの

カテゴリーと，その２つのカテゴリーを併用

したカテゴリーに分類した。

「ESD カレンダー」は，手島（2008）による

と，学校の教育計画から「国際的な協力」「人

権」「多文化理解」「環境」の４つの視点で

単元名を洗い出し，教科・領域ごとに単元を

配列，各単元を４つの視点で色分けし，関連

づけて指導すると効果的と思われる内容どう

しを線で結び作成する，としている（手

島,2008）。この「ESD カレンダー」を改良す

る形で，各単元のつながりの理由を加筆した

ものが,前述した「ESD 関連カレンダー」であ

表１．ESD に関連した年間指導計画の一覧

カテゴリー 名称 学校 文献

教科のつながり

を付加した年間

指導計画

ESD カレンダー 江東区立東雲小学校
手島（2008）

手島（2017） など

ESD 関連カレンダー 福山市立駅家西小学校
大戸・藤井（2012）

勇谷・藤井（2014）

ESD カレンダー＋GLT カ

レンダー

三重大学教育学部附属

中学校

松村・上野ら

（2020）

ESD に関連する単

元指導計画
ESD プログラムチャート 気仙沼市立面瀬小学校 及川（2011）

教科のつながり

を付加した年間

指導計画＋ESD に

関連する単元指

導計画

New！ESD カレンダー 江東区立八名川小学校 手島（2017）

ESD カレンダー＋重点単

元指導計画
岡崎市立男川小学校

蜂須賀（2016）

蜂須賀（2017）

SDGs/ESD の年間指導計

画+ESD ストーリーマッ

プ

大牟田市立吉野小学校

大牟田市 SDGs・ESD

推進委員会（2021）

安田（2022）

（筆者作成）
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る。これらについては，ESD に関連している

視点を追加していること，学習するすべての

単元を配列しているわけではなく，ESD の視

点に関連するものを精査し配列していること，

各単元を内容や方法によって結び付けている

ところに，各学校において従来から作成され

ている年間指導計画との違いが見られる。

松村・上野ら（2020）は，ESD 研究に関わる

先行実践を分析し，総合的な学習の時間の一

部で ESD に関係する学習活動を紹介している。

その中で,「環境領域と SDGs の目標 13（気候

変動に具体的な対策を）に関わる内容を取り

出した」年間指導計画である「GLT カレンダ

ー」（2）と「ESD カレンダー」の使用を紹介し

ている。

以上のことから，「ESD カレンダー」と「ESD

関連カレンダー」、「ESD カレンダー＋GLT カ

レンダー」を「教科のつながりを付加した年

間指導計画」と分類した。

次に「ESD プログラムチャート」（3）につい

ては，及川（2011）において「面瀬小学校で

は，６学年を通した系統的な学習プログラム

を開発し，毎年改善・修正を加えながら，国

際的かつ総合的な『面瀬の ESD カリキュラム』

として練り上げてきた」として，「『未来都

市プロジェクト』のプログラムチャート」が

紹介されている（及川,2011）。「ESD プログ

ラムチャート」では,「ESD カレンダー」と同

じく横軸に実施予定月を記載しているが,縦

軸には各教科等を並べずに，総合的な学習の

時間の指導内容やその順序，教科の関連が記

載されていた（及川,2011）。「ESD カレンダ

ー」のように単元・領域の記述よりも，総合

的な学習の時間で取り組む活動を重点的に記

載しているため，本稿では「ESD に関連する

単元指導計画」のカテゴリーとした。

「教科のつながりを付加した年間指導計画」

と「ESD に関連する単元指導計画」を組み合

わせた取り組みも見られた。

「New!ESD カレンダー」については前述の

手島（2017）の通り，「ESD カレンダー」に総

合的な学習の時間の指導計画部分を書き足し

た年間指導計画である。

蜂須賀（2016）は，「ESD カレンダー」と

「重点単元指導計画」を組み合わせた取り組

みを紹介している。「重点単元指導計画」は，

「ESD カレンダーで記されていない，ESD 単元

の指導時数や学習目標，学習内容や学習活動

を具体的に記したもの」である（蜂須賀,2016）。

「SDGs/ESD の年間指導計画」は「ESD のメ

インフィールドとなる生活科・総合的な学習

の時間における各学校で設定しているテー

マ・領域から，各教科の学習内容を整理し，

内容面，方法面からのつながりを『強化』『付

加』『補完』の視点から明らかにし，可視化

していく。加えて，学習内容と SDGs との関連

を意識できるように関連する SDGs を位置付

け」た年間指導計画である（大牟田市 SDGs・

ESD 推進委員会,2021）。「ESD ストーリーマ

ップ」は「ESD 年間計画をさらに具体化し，見

通しを持って指導にあたることができるよう

に，単元ごとに」作成された単元の指導計画

である（大牟田市 SDGs・ESD 推進委員会,2021）。

また，「ESD ストーリーマップ」は「子供たち

が課題を自分事として捉え，主体的に課題解

決活動に取り組むことができるように，子供

たちの意識の流れを大切にしながら，活動に

おける気付きや質の高まりを考慮して活動を

構成し」，「学習のまとまりであるステージ

を複数設定し，ストーリー性のある単元の学

びの実現を目指して」作成されている（大牟

田市 SDGs・ESD 推進委員会,2021）。

以上から，「教科のつながりを付加した年

間指導計画」と「ESD に関連する単元指導計

画」を組み合わせて運用していることが分か

るため，２つのカテゴリーを合わせたカテゴ

リーとして表１に記した。
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４．考察

ここまで，ESD に関連した年間指導計画に

ついて，各種文献で紹介されているものを整

理してきた。この整理の結果から考察を行う。

ESD に関連した年間指導計画が，複数の学

校で開発・運用・改良が行われ，単元指導計

画と併用していることについて考察を行う。

例えば，手島（2008）の「ESD カレンダー」は

ESD を推進する様々な手引書などで紹介され，

各学校でアレンジがなされてきた。例えば，

後藤・川端（2019）はキャリア教育と ESD を

結びつけ，手島（2008）が挙げている４つの

視点に代わり，「自己理解・自己管理能力」

「課題対応能力」「人間関係・社会形成能力」

「キャリアプランニング能力」を設定して

「ESD カレンダー」を作成している。また，

「ESD 関連カレンダー」のように，手島（2008）

の「ESD カレンダー」を学校の状況に合わせ

て修正して提案している例もみられる（大戸・

藤井,2012)。その一方で，手島（2017）は「ESD

カレンダー」に不足していた要素を総合的な

学習の時間の単元指導計画に見出し，並列し

て活用しているが，それと同様に，蜂須賀

（2016）も総合的な学習の時間の単元計画に

限らない，「重点単元指導計画」を並べて活

用している。また，「ESD ストーリーマップ」

も「SDGs/ESD の年間指導計画」をさらに具体

的にしたもので単元の指導計画の役割を果た

していた（大牟田市 SDGs・ESD 推進委員

会,2021）。

このように，ある一つの年間指導計画がモ

デルとなり各学校で作成・運用・改良されて

いるのではなく，各学校においてその学校の

教育目標や教育方針，教員間の連携などをよ

り充実できるよう，各学校で工夫されている

ことが分かる。「ESD 関連カレンダー」ではつ

ながりの理由を追加しており，また，その他

の単元指導計画を並列で使用するものについ

ては，活動だけでなく，目標や連携先を追加

することもあることから，これらの年間指導

計画や単元指導計画が，教員間の連携を意図

し，その連携を促進するために活用されてい

ることが推察できる。

以上のように ESD に関連する年間指導計画

について検討をしてきたが，本研究の課題に

ついて考える。まず，研究の目的・方法でも

述べたとおり，書籍・学術論文等から考えて

いることについての問題点である。後藤田・

河野（2019）では「特色ある教育活動等に ESD

カレンダーの作成について記載をしているも

のの，学校ホームページで公開していない学

校」もあると報告している。本稿では書籍や

学術論文等を元に調査を行っているが，ESD

においては，各省庁や研究機関，教育委員会

などが作成している学校の取組を紹介したパ

ンフレットが数多くあることや，大分県教育

委員会の「教育課程全体で取り組む ESD（単

元計画と ESD カレンダー例の公開）」のよう

にインターネット上で単元計画と ESD カレン

ダーの例を公開している事例もある（大分県

教育委員会,2020）。また，各学校で作成され

ている研究紀要などにも ESD に関連した年間

指導計画を掲載していることが予想されるだ

ろう。日本国内における ESD に関連した年間

指導計画について，より詳細にその関係性を

明らかにするためには，上記のような状況を

踏まえて，調査をしていく必要があるだろう。

また，本研究では ESD に関連した年間指導

計画を収集し，整理を行うことを中心に検討

したため，各学校で作成されている年間指導

計画における教科のつながりの違いや ESD の

視点の違い，取り出している単元の違いにつ

いて言及することができなかった。加えて，

「ESD に関連した単元指導計画」については，

各学校の ESD 実践の特色を表しているもので

あるため，より詳細に記載内容や記載方法を

分析する必要があると考える。

さらに，本稿では取り扱わなかったが学年

レベルの年間指導計画だけでなく，学校レベ

ルの ESD に関連した年間指導計画の事例も見
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られる。例えば大戸・藤井（2012）では，教

科等を中心としたカリキュラムと ESD のカリ

キュラムが共存することから，その２つのカ

リキュラムを表す方法として，「ESD カリキ

ュラムの３次元モデル」を提案している。こ

の「ESD カリキュラムの３次元モデル」では，

教科・領域等・学年・ESD の領域の３つの軸で

表されている（大戸・藤井,2012）。このよう

な学校全体で策定されている年間指導計画に

ついても，その分類や内容の分析が必要とな

るだろう。

５．まとめと展望

本稿では ESD に関連した年間指導計画につ

いて日本国内で発行されている書籍や論文等

を手がかりにして，その整理とカテゴリーを

検討した。その結果，ESD に関連した年間指

導計画には「教科のつながりを付加した年間

指導計画」と「ESD に関連する単元指導計画」

の分類を提案し，その２つを組み合わせた年

間指導計画が運用されていることを紹介した。

考察でも述べたとおり，日本国内で作成さ

れている ESD に関連した年間指導計画をすべ

て収集・整理できていないため，今後，調査

の範囲を広げるほか，学校においてどのよう

に活用され,活用することによってどのよう

な効果や課題が見られるのかについてもより

詳細な分析をしていきたい。加えて,本稿では

日本国内における実践に着目をして調査・分

類を進めてきているが,小泉（2022）が「日本

で行われてきた ESD は,日本独自の ESD であ

ると指摘できる」と述べているように,本稿で

検討している内容も日本独自の ESD の形態で

あるか,諸外国の ESD のカリキュラムの調査

等を視野に入れて検討をしていきたい。

注

(1) 学習指導要領における ESD 関連の記述，

文部科学省，https://www.mext.go.jp/

unesco/004/1339973.htm（2025 年 2 月

10 日確認）

(2) 松村・上野ら（2020）では ESD 研究の先

行実践をもとに，総合的な学習の時間の

一部として ESD に関係する学習活動を

「STEP」としてカリキュラム開発を行っ

ている。「STEP」の第１期では気候変動

教育の理念を取り入れ，学習過程として

「GLT（Global and Local Thinking）

（「課題の把握」）」「GLP（Global and 

Local Project）（「問題追究」,「考察・

まとめ」,狭義の「発展」）」「GLA（Global 

and Local Action）（広義の「発展」）」

を設定している（松村・上野ら,2020）。

(3) 及川（2011）では「プログラムチャート」

と記載されているが，新海（2009）にお

いて，「教員たちが個別に取り組んでい

る地域学習や環境学習のプログラムを

全学年分洗い出し，教科と連携させ，学

校全体で全学年年間カリキュラム（ESD

プログラムチャート）を構築した。」と

あるため，本稿では「ESD プログラムチ

ャート」として記載した。
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